平成２９年１月１８日

配偶者同行休業制度について（提案）
１　提案理由
　　公務において活躍することが期待される有為な職員の継続的な勤務を促進するため、職員が外国で勤務する配偶者と生活を共にすることを可能とする配偶者同行休業制度が地方公務員法の改正により創設され、大阪府においても平成27年２月に施行したところであるが、人事院規則において、配偶者同行休業の期間の再度の延長ができる特別の事情が追加されたことを踏まえ、本府においても同様の規定整備を行うこととしたい。
２　提案内容
　○「再度の延長ができる特別な事項の追加」を条例に規定
(1)配偶者同行休業の期間の延長後の期間が満了する日において、当該配偶者同行休業に係る配偶者の外国での勤務が同日後も引き続くこととなり、及びその引き続くことが当該延長の申請時には確定していなかった場合
　　(2)その他人事委員会がこれに準ずると認める場合
３　実施時期

　　条例公布の日
４　協議期限

平成２９年２月１５日

